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昭和53年
人
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世帯数

1,108世帯数

(53. 4. 30現在）
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-11
報
四
月
号
で
的
和
五
十
三
年
度
の
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
お
し
ら
せ
し
ま
し
だ
ガ
、
五
月
と
六
月
に
力
け
て
新
規
事

業
（
一
部
継
続
あ
り
）
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
い
だ
し
ま
芍
゜

参
考
に
さ
れ
る
と
共
に
ご
意
貝
．
ご
要
望
を
お
よ
せ
下
さ
い
。

（
企
画
広
報
課
）

0

こ
の
事
業
の
目
的

安
定
し
て
清
潔
な
水
を
供
給

し
、
町
民
の
生
活
の
向
上
に
役
立

て
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

〇
給
水
範
囲
は
次
の
と
お
り

上
・
下
鹿
野
川
・
中
野
部
落

の
国
道
沿
い
、
滝
山
・
下
石
丸

し
の
谷
・
久
下
（
今
ま
で
の
給
水

地
域
）
に
加
え
て
小
藪
全
域
・

上
石
丸
・
硯
地
区
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造
・
予
子
林
全
域

0

こ
の
事
業
の
目
的

老
人
の
相
互
交
流
を
は
か
り

老
人
に
適
し
た
生
活
諸
活
動
や

技
術
の
再
開
発
を
す
、
め
、
新

し
い
生
き
が
い
を
共
同
で
み
つ

け
だ
す
た
め
の
施
設
で
す
。

0

こ
の
事
業
の
内
容

農
家
の
老
人
が
創
作
活
動
を

行
う
た
め
に
必
要
な
建
物
と
附

（五
〇

0

こ
の
事
業
の
目
的

山
村
に
お
け
る
農
林
業
を
中

心
と
し
た
産
業
の
振
興
と
、
就
業

機
会
の
増
大
等
の
た
め
の
施
策

に
よ
り
＂、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図

る
た
め
の
も
の
で
す
。

0

こ
の
事
業
の
内
容

①
上
森
山
農
道
の
新
設

0
米）

と
な
り
ま
す
。

0

こ
の
事
業
の
総
事
業
費

国
庫
補
助
と
県
単
独
事
業
を

合
せ
て
約
二
億
円
余
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

0

こ
の
事
業
担
当
は

役
場
の
町
民
課
で
す
。

尚
、
肱
川
町
全
体
の
水
道
事

業
計
画
も
近
く
策
定
す
る
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

属
施
設
一
式
で
す
。

0

こ
の
事
業
の
総
事
業
費
は

約
二
千
五
百
万
円
程
度
で
す

0

こ
の
事
業
の
担
当
は

役
場
の
企
画
広
報
課
と
町
民

課
で
す
。

こ
の
種
の
事
業
は
す
で
に
東

宇
和
郡
の
宇
和
町
か
行
っ
て
い

ま
す
。

②
森
・
山
首
地
区
簡
易
給
水
施

設
の
新
設

③
肱
川
農
協
の
倉
庫
を
二
棟
新

設
し
ま
す
。

0

こ
の
事
業
の
総
事
業
費
は

約
六
千
五
百
万
円
程
度
で
す
。

0

こ
の
事
業
の
担
当
は

役
場
の
産
業
開
発
課
で
す
。

山
村
地
域
農
林
漁
業

特
別
対
策
事
業

ー
国
庫
補
助
事
業
ー

農
家
高
令
者

創
作
活
動
事
業

ー
国
庫
補
助
事
業
申
請
中
ー

肱
川
町
中
央
簡
易
水
道

施
設
整
備
事
業

|
—
国
庫
補
助
と
県
単
独
事
業
|!

農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事
業

．

ー
国
庫
補
助
事
業
申
請
中
し
ー

0

こ
の
事
業
の
趣
旨
．
（
原
文
）

農
業
の
生
産
力
を
高
め
将
来

に
わ
た
り
、
食
糧
の
安
定
し
た

供
給
を
は
か
る
こ
と
は
農
業
の

基
本
的
な
使
命
で
あ
る
。

と
同
時
に
自
然
と
融
和
し
て

営
ま
れ
る
農
業
の
使
命
は
、
国

土
の
保
全
、
資
源
の
有
効
利
用

等
の
面
に
お
い
て
、

地
域
社
会

の
形
成
上
重
要
な
役
割
を
果
す

こ
と
に
あ
る
。
し
か
る
に
社
会

的
、
経
済
的
諸
条
件
の
変
化
に

伴
い
少
数
の
農
業
経
営
の
発
展

を
期
す
る
農
家
と
多
数
の
兼
業

化
に
傾
斜
し
て
い
く
農
家
へ
の

分
化
が
進
み
、
集
落
は
混
住
化
、

社
会
化
し
、
多
く
の
地
域
に
お

い
て
課
題
に
対
応
す
る
農
業
振

興
の
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
•

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
し

て
地
域
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
、
性
格
に
根
ざ
し
た
新
し
い

村
づ
く
り
を
行
い
，、
高
い
生
産

性
を
有
す
る
農
業
経
営
を
中
心

と
し
た
地
域
農
業
の
展
開
を
図

り
、
需
要
の
動
向
に
安
定
的
に

対
応
し
う
る
農
業
生
産
構
造
を

確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、

こ
の
対
策
は
、
地
域
の
実
態
に

応
じ
た

一
定
の
区
域
ご
と
に
連

帯
意
識
の
下
に
、
農
業
者
の
英

知
を
結
集
し
自
主
的
な
創
意
を

発
揮
し
て
樹
立
さ
れ
た
統
一
し

た
計
画
に
甚
づ
き
、
農
業
の
組

織
化
の
促
進
、
土
地
碁
盤
及
び

近
代
化
施
設
等
農
業
生
産
条
件

間
伐
促
進
等

特
別
対
策
事
業

ー
国
庫
補
助
事
業
・
申
請
中
ー

め
、
林
道
の
改
良
及
舗
袋
と
森
林

総
合
利
用
事
業
を
補
完
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

0

こ
の
事
業
の
目
的

、

間
伐
作
業
及
び
間
伐
材
の
輸

送
を
効
果
的
に
安
全
に
行
う
た

‘ 
の
整
備
並
び
に
集
落
の
環
境
条

件
の
改
善
等
農
業
構
造
の
改
善

に
必
要
な
事
業
を
総
合
的
に
実

施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

0

こ
の
事
業
の
内
容

①
構
造
改
善
推
進
事
業
1

1

必
要

な
事
業
が
地
域
の
特
色
、
性
格

に
合
い
効
果
的
に
自
主
的
に
行

な
わ
れ
る
よ
う
調
整
す
る
た
め

の
活
動
事
業
で
す
。

②
土
地
甚
盤
整
備
事
業
1

1

必
要

な
土
地
甚
盤
の
開
発
整
備
を
地

域
の
特
色
・
性
格
に
合
わ
し
て

行
う
事
業
で
す
。

③
近
代
化
施
設
整
備
事
業
1

1

必

要
な
施
設
、
機
械
等
の
整
備
を

，地
域
の
特
色
・
性
格
に
合
わ
し

て
行
う
事
業
で
す
。

④
地
域
環
境
整
備
事
業
1

1

農
村

に
お
け
る
生
産
・
就
業
等
に
関

す
る
環
境
条
件
の
整
備
を
地
域

の
特
色
・
性
格
に
合
わ
し
て
行

う
事
業
で
す
。

⑤
特
認
事
業

以
上
の
五
種
類
に
わ
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
指
定
を

う
け
ま
す
と

①
昭
和
五
十
三
年
度
中
に
計
画

を
た
て
ま
す
。

②
五
十
四
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計

画
で
約
十
億
円
の
経
費
で
事
業

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
は
っ
き
り
し
た
時
に

は
関
係
団
体
等
と
充
分
協
議
し

農
家
側
の
要
望
が
反
映
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0

こ
の
事
業
の
担
当
は

役
場
の
企
画
広
報
課
で
す
。 ヘ

0

こ
の
事
業
の
目
的

国
内
特
用
林
産
物
（
し
い
た

け
・
竹
林
・
筍
）
の
生
産
振
興
を

は
か
る
こ
と

0

こ
の
事
業
の
内
容

①
樹
林
造
成
事
業
1

1

な
ら
、
．
＜

ぬ
ぎ
・
竹
林
の
造
成
（
植
栽
）

②
生
産
甚
盤
事
業
1

1

作
業
道
の

開
設
・
散
水
施
設
の
整
備
な
ど

③
流
通
施
設
事
業
1

1

き
の
こ
栽

培
施
設
（
十
二
施
設
）
・
乾
し
い

た
け
保
管
流
通
施
設
（
十
施
設
）

•
生
し
い
た
け
貯
蔵
流
通
施
設

（
四
施
設
）
•
竹
材
加
工
流
通

施
設
（
十
八
施
設
）

こ
の
事
業
は
協
業
体
を
組
織

し
て
計
画
的
に
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
ま
だ
決
定
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

0

こ
の
事
業
の
総
事
業
費
ミ

約
六
百
七
十
万
円
程
度
で
す
。

0

こ
の
事
業
の
担
当
は

役
場
の
産
業
開
発
課
と
森
林

組
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
用
林
産
物

振
興
対
策
事
業

ー
国
庫
補
助
事
業
・
申
請
中
ー

0
昭
和
53
年
度
（
会
計
年
度
）
の

始
ま
り
。
ま
た
欧
州
か
ら
伝
わ

っ
た
こ
と
で
、
こ
の
日
社
会
の

秩
序
を
乱
さ
な
い
限
り
で
ウ
ソ

を
つ
い
て
も
許
さ
れ
る
日
。
(
%

エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
）

0
新
年
度
の
出
発
式
、
町
長
よ

り
町
民
に
対
す
る
接
遇
に
つ
い

て
訓
話
「
基
本
的
な
精
神
は
、

相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
。
」
(
%
、

出
発
式
に
て
）

0

「
良
く
あ
そ
び
‘
良
く
ま
な
び
」

町
内
の
各
小
学
校
の
入
学
式
、

町
内
で
67
名
の

一
年
生
か
誕
生

し
ま
し
た
。

0
鹿
の
川
ダ
ム
右
岸
を
運
行
し

て
い
た
、
宇
和
島
バ
ス
が
、
本

日
か
ら
保
養
セ
ン
タ
ー
経
由
、

予
子
林
・
惣
川
方
面
行
き
に
路

線
が
変
更
に
な
り
、
安
全
を
祈

願
し
て
さ
さ
や
か
な
記
念
行
事

が
保
養
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

0

こ
の
事
業
の
内
容

①
町
道
ム
コ
ウ
ヤ
ブ
・
コ
ウ
ド

シ
線
の
改
良
（
三
0
0
米
・
県

単
独
事
業
申
請
中
）

②
作
業
道
白
石
線
の
改
良
（
四

0
0
米）

③
林
道
御
在
所
線
の
舗
装
（

一

1
0
0米）

④
生
産
物
直
売
所
及
び
情
報
連

絡
施
設
の
設
置
（
御
在
所
）

ま
し
た
。
（
％
、
入
学
式
と
バ
ス

路
線
変
更
、
）

0

「
敬
愛
」
「
自
主
」
「
練
磨
」
こ
の

校
訓
を
し
つ
か
り
胸
に
し
て
、

今
年
も
72
名
の
新
入
生
か
入
学

し
ま
し
た
。
（
％
肱
川
中
学
校
入

学
式
）
0
学
生
の
減
少
す
る
中
で
本
年

度
は
6
名
の
学
生
が
誕
生
、
悔

い
の
無
い
高
校
生
活
を
…
…
。

0

一
年
で

一
番
長
く
感
じ
た
日

農
林
会
館
に
於
い
て
、
農
林

一

課
の
会
計
検
査
実
施
、
無
事
に

終
り
ま
し
た
。
（
％
、
定
時
制
高

校
入
学
式
、
農
林

一
課
会
計
検

査
受
検
）

0
お
と
し
よ
り
の
研
修
旅
行
が

東
京
方
面
へ
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

中
に
は
靖
国
神
社
へ
子
供
さ
ん

に
会
い
に
行
か
れ
た
方
も
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
（
％
ー
％
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
研
修
旅
行
）

0

こ
の
事
業
の
総
事
業
費

約
三
千
七
百
五
十
万
円
程
度

で
す
。

．

0

こ
の
事
業
の
担
当

役
場
の
産
業
関
発
課
又
は
企

画
広
報
課
と
森
林
組
合
で
す
。

マ

云
音
マ
イ
ク
」

｀ 
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0
目
的
は

商
工
観
光
推
進
の
た
め
に
設

置
し
た
も
の
で
す
。

〇
構
成
は

川
上
商
工
会
長
・
淡
水
魚
養

殖
組
合
長
・
肱
川
漁
協
肱
川
支

部
長
・
観
光
協
会
長
•
町
長
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

0
主
な
仕
事
は

①
商
工
観
光
開
発
の
推
進
に
関

す
る
指
導
と
計
画

②
商
工
観
光

に
関
す
る
情

報
の
収
集
と

調
査
研
究

③
商
工
観
光

団
体
そ
の
他

関
係
機
関
と

の
連
絡
協
調

④
そ
の
他
商

工
観
光
に
関

す
る
必
要
な

事〇
役
員
は

こ
の
会
議

に
役
員
と
し

て
会
長
と
副

会
長
を
お
き

ま
す
。

第1回産業振興研究調査員会

商
工
観
光
開
発

推
進
会
議
の
設
置

ー
産
業
振
興
組
織
整
備
ー
↓

夜
間
体
育
照
明

．

施
設
整
備
事
業

．

ー
国
庫
補
助
・
県
単
事
業
申
請
中
ー

0
こ
の
事
業
の
目
的

学
校
の
校
庭
又
は
広
場
を
利

用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健

康
の
保
持
と
地
域
住
民
の
親
睦

を
は
か
る
こ
と
か
目
的
で
す
。

0

こ
の
事
業
の
内
容

①
予
子
林
小
学
校
々
庭
へ
夜
間

照
明
施
設
を
設
置
し
ま
す
。

②
大
谷
久
保
の
共
楽
園
へ
夜
間

照
明
施
設
を
設
置
し
ま
す
。

す
で
に
昭
和
五
十
二
年
度
に

は
岩
谷
小
学
校
と
正
山
小
学
校

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

0

こ
の
事
業
の
総
事
業
費

合
せ
て
約
八

0
0
万
円
程
度

で
す
。

0

こ
の
事
業
の
担
当

役
場
の
企
画
広
報
課
と
公
民

館
で
す
。

〇
任
期
は

そ
の
所
属
す
る
団
体
の
役
員

の
期
間
と
し
ま
す
。

0
会
議
は

会
長
か
必
要
に
応
じ
開
催
し

ま
す
。

〇
専
門
部
会
は

こ
の
会
議
に
次
の
専
門
部
会

を
お
き
ま
す
。

①

商
工
対
策
班

②
観
光
開
発
研
究
班

0
事
業
の
目
的

産
業
の
振
興
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
新
し
い
作
目

•
新
製
品
等
の
試
作
研
究
を
行

お
う
と
す
る
も
の
並
び
に
新
規

事
業
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
企

業
者
に
対
し
補
助
し
よ
う
と
い

う
事
業
で
す
。

0
補
助
対
象

①
町
か
ら
委
託
又
は
自
ら
の
創

意
と
発
想
に
基
づ
き
意
欲
的
に

新
し
い
作
目
・
新
製
品
等
の
試

作
研
究
を
行
お
う
と
す
る
人

②
町
に
お
い
て
奨
励
す
べ
き
新

規
事
業
を
開
発
し
よ
う
と
す
る

企
業
者

0
補
助
金
の
額

①
補
助
対
象
の
①
に
対
し
て

一

件
十
万
円
以
内
で
す
。

②
補
助
対
象
②
に
対
し
て
、
制

度
資
金
を
活
用
し
て
新
規
事
業

を
開
発
し
よ
う
と
す
る
場
合
借

り
入
れ
でと
率
が
三

•
五
％
に
な

0

こ
の
事
業
の
目
的

肱
川
町
の
産
業
振
興
方
策
の

調
査
研
究
、
並
び
に
振
興
活
動

を
お
こ
な
っ
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
産
業
振
興
調
査
員
を
お
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

〇
調
査
員
の
選
任

町
長
が
選
定
し
委
嘱
し
ま
す
。

〇
調
査
員
の
任
務

産
業
振
興
に
つ
い
て
自
由
な

立
場
で
、
企
業
誘
致
と
か
お
土
産

品
の
開
発
と
か
い
ろ
ん
な
ア
イ

デ
ア
や
意
見
を
出
し
た
り
し
て
、

目
的
達
成
の
た
め
活
動
し
て
も

ら
い
ま
す
。

〇
調
査
員
の
人
数

十
人
以
内
と
し
て
い
ま
す
。

0
こ
の
事
業
の
担
当
は

企
画
広
報
課
で
す
。

〇
調
査
員
は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
同
）
谷
本
恒
雄

・
ニ
宮

繁
雄
・
森
繁
夫

・
堀
井
嘉
弘
・

福
田
保
・

桑
原
房
利
・

下
石
勲

浜
田
洋

一
・
和
気
利
正
・
堀
和

明
一
る
ま
で
利
子
補
給
し
ま
す
。
尚

期
間
は
三
年
以
内
と
し
利
子
補
給

す
る
資
金
の
限
度
額
は
町
長
か

別
に
定
め
ま
す
。

0
こ
の
事
業
の
担
当

役
場
の
企
画
広
報
課
で
す
。

「
追
記
」

以
上
十
事
業
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
が
は
と
ん
ど
の
事
業

が
申
請
中
で
確
定
的
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
下

さ
い
。

肱
川
町
新
規
産
業

開
発
研
究
事
業

町
単
独
事
業
ー

産
業
振
興
研
究

調
査
員
設
置
事
業

ー
産
業
振
興
組
織
整
備
ー

0
事
務
担
当
は

役
場
産
業
開
発
課
で
す
。

天橋立で記念撮影 （二列目向って右端が上甲さん）

道
野
尾
部
落
長

桜
花
乱
満
と
い
う
季
節
は
ち

よ
っ
ぴ
り
過
ぎ
て
は
い
た
が
、

地
上
の
生
物
が
生
き
生
き
と
活

動
を
始
め
た
今
日
こ
の
頃
、
肱

川
町
部
落
長
会
の
研
修
旅
行
が
、

四
月
十
五
日
夜
か
ら
三
泊
四
日

（
う
ち
船
中
で

一
泊
）
の
山
陰

の
旅
が
始
ま
る
。

小
生
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の

長
旅
で
あ
る
。

酒
は
飲
ん
で
も
バ
ス
、
船
は

飲
み
度
く
ね
え
で
、
酔
い
ど
め

薬
を
飲
ん
で
、
腰
を
す
え
て
か

ま
え
た
の
が
良
か
っ
た
の
で
、

ま
ず
成
功
だ
っ
た
。

頭
が
あ
ま
り
丈
夫
な
方
で
ね

え
で
、
見
学
し
た
所
、
お
参
り

し
た
社
全
部
は
想
い
出
す
こ
と

は
で
き
ね
え
け
ど
、
ま
あ
何
だ

ね
、
ま
ん
ず

一
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
松
の
木
だ
。

あ
の
日
本
三
景
の

一
っ
天
の

橋
立
、
約
八
千
本
の
松
の
木
で

で
き
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、

も
し
こ
れ
が
現
在
の
肱
川
の
松

の
林
の
よ
う
に
、
赤
茶
気
て
無

く
な
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

オ
ケ
ラ
か
茶
わ
ん
だ
ア
ナ
も

無
い
土
手
が
、
長
々
と

ニ
km
近

く
も
横
た
わ
っ
て
い
て
も
さ
ま

に
成
る
ま
い
て
。

出
雲
大
社
の
松
の
並
木
、
他

の
木
は
杉
か
チ
ラ
ホ
ラ
あ
っ
た

け
ど
、
こ
こ
で
は

一
本
枯
れ
て

、
こ
。

し

t定
年
か
松
喰
虫
か
は
知
ら
ん

け
ど
、
こ
こ
も
て
ん
ぷ
な
も
の

で
あ
る
。

上

甲

勝

山
陰
の
旅
に
寄
せ
て

登

又
、
山
陰
と
い
う
言
葉
は
何

と
な
く
暗
い
感
じ
を
受
け
る
が
、

何
の
そ
の
初
め
て
見
た

H
本
海

＇
の
海
岸
の
風
景
の
美
し
さ
、
こ

こ
も
海
水
、

岩`
、
そ
し
て
松
、

こ
の

三
者
が
そ
ろ
っ
て
こ
そ
で

あ
る
。松
無
く
し
て
名
所
無
し
と
は

少
々
過
言
だ
ろ
う
か
。

今

一
度
松
の
重
さ
を
知
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

取
鳥
大
砂
丘
で
は
、
前
夜
の

雨
で
風
紋
の
美
し
さ
は
見
る
事

が
で
き
な
か
っ
た
か
、
東
洋

一

と
い
わ
れ
て
い
る
出
雲
日
御
崎

燈
台
（
高
さ
四
三
・六
五

m
)
に

登

っ
た
時
は
、

二
日
酔
い
か
、

高
所
に
か
手
か
目
が
回
っ
て
し

ま
い
参
っ
た
。

ダ
ン
ダ
ン

途
中
町
長
さ
ん
と
赤
岩

の
桜

田
さ
ん
か
急
用
で
帰
ら
れ
て
、

出
発
時
の
全
員
と
は
い
か
ず
ち

よ
っ
ぴ
り
寂
し
い
感
は
あ
っ
た

が、

名
物
の
カ
ニ
の
味
も
酒
で

少
々
う
す
め
ら
れ
た
か
、
ガ
イ

ド
さ
ん
は
よ
く
し
ゃ
べ
る
し
、

ま
ず
楽
し
い
旅
だ
っ
た
。

想
い
出
の

一
．ペ

ー
ジ
を
か
ざ

る
事
が
で
き
た
。

最
後
に
、

こ
の
す
ば
ら
し
い

研
修
旅
行
を
企
画
遂
行
さ
れ
た

町
当
局
並
び
に
共
に
行
動
さ
れ

て
、
か
ゆ
い
所
に
手
の
と
ど
く

面
倒
を
み
て
も
ら

っ
た
関
係
者

に
対
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表

し
た
い

。

ベ
タ
ベ
タ
、
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）
協
力
を

‘、

一
赤
十
字
運
動
に
―

ー
五
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
~

一
日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
赤
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

i

十

字

と

協

調

し

て

、

そ

の

任

務

仕

貝
と
は
‘
一
定
の
仕
費
を

i

一
を
果
す
た
め
、
国
の
内
外
に
わ
納
め
る
社
員
に
よ

っ

て
組
織
さ
~

；
た
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

事
業
を
れ
た
特
殊
法
人
で
一
切
の
仕
業
~

一実
施
し
て
い
ま
す

。

特
に
五
月
◎
赤
十
字
運
動
を
支
え
て
い
~

る
も
の
は
。

-

i

は
赤
十
字
運
動
月
間
で
全
国
的

赤

士
子
か
、
各
種
の
事
業
を
一

i

に
こ
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

は
社
員
の
組
織
に
よ
っ

て
推
進
~

一
◎
赤
十
字
は
こ
ん
な
仕
事
を

i

し
て
い
ま
す
。
さ
れ
て
い
る

。

個
人
は
も
ち
ろ
~

i

災
害
の
救
護
、
国
際
救
護
な
ん
会
社
や
団
体
な
ど
も
法
人
と
・

i

ど
各
種
の
国
際
活
動
、
医
療
事

し
て
社
員
に
な
れ
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

云
未
、
血
液
事
業
の
推
進
、
社
会

日
本
赤
十
字
社
の
精
神
や
使
一

一
援
護
活
動
、
赤
十
字
看
護
婦
の

、
こ
だ
く
と

i

し

t

i

養
成
、
釣
雀
心
法
、
家
庭
看
護
法

命

を

よ

く

知

っ
て

i

の
普
及
に
よ
る
安
全
と
健
康
を
同
時
に
、

善
意
あ
る
新
社
員
の
一

・
守
る
た
め
の
知
識
と
技
術
の
普
加
入
と
社
費
の募
集
を
す
る
の
~

か
こ
の
運
動
の
目
的
で
す
。
一

i

及
を
行
っ
て
い
る
。

二
付
な
う
た
め
に
要
す
る
経
費
の

赤

十

字
肱
川
分
区
に
お
け
る
一

二
ほ
と
ん
ど
は
、
社
員
の
拠
出
す
本
運
動
達
成
の
た
め
皆
さ
ん
の
一

ー
る
社
費
に
よ

っ
て
ま
か
な
い
支
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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四
月
二
十
九
日
の
春
の
叙
勲

に
、
我
が
町
の
和
田
冨
子
さ
ん

が
選
ば
れ
、
勲
七
等
宝
冠
章
の

栄
与
に
輝
き
ま
し
た
。

伝
達
式
は
、
五
月
四
日
県
庁

で
行
な
わ
れ
、
つ
づ
い
て
五
月

十
日
に
は
、
皇
居
で
皇
太
子
殿
下

に
拝
謁
し
て
、
ね
ぎ
ら
い
と
激

励
の
云
葉
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
二
十
四
年
か

ら
今
ま
で
の
二
十
九
年
間
に
わ

た
り
、
町
保
健
活
動
の
第

一
線

で
地
道
な
努
力
を
つ
み
重
ね
て

き
た
実
績
を
み
と
め
ら
れ
た
も

の
で
、
町
内
の
女
性
で
は
綾
井

章
江
先
生
に
つ
い
で
二
番
目
の

叙
勲
に
な
り
ま
す
。

和
田
保
健
婦
さ
ん
は
、
昭
和

二
十
一
年
に
主
人
に
先
立
た
れ

若
く
し
て
未
亡
人
に
な
っ
て
以

来
、
義
母
、
長
男
を
か
か
え
て
、

生
活
と
闘
い
な
が
ら
自
分
で
勉

強
を
つ
づ
け
、
昭
和
二
十
四
年

に
看
護
婦
免
許
、
つ
づ
い
て
昭

和
二
十
五
年
に
保
健
婦
免
許
を

取
得
し
て
、
旧
横
林
村
保
健
婦

を
ふ
り
出
し
に
、
住
民
の
健
康

を
守
る
た
め
に
、
親
身
に
な
っ

よ
災

t
'
こ
~
臼
『
．
＂J

子
を

[
}
炊
七
北
は
以
ぶ
立
文
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か
・
ふ
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て
指
導
助
言
を
続
け
、
住
民
か

ら
全
幅
の
信
頼
を
得
て
き
ま
し

こ。t
 例
年
実
施
し
て
い
る
ガ
ン
検

診
、
結
核
検
診
な
ど
あ
ら
ゆ
る

成
人
病
検
診
の
受
診
率
が
他
町

村
に
比
べ
て
著
る
し
＜
高
率
で

あ
る
こ
と
。

町
内
各
地
で
栄
養
学
級
を
開

催
し
、
そ
れ
が
動
機
と
な
っ
て

地
域
住
民
の
保
健
、
栄
養
知
識

が
深
ま
り
、
連
帯
感
も
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
、
自
主
的
な
健
康

体
操
グ
ル
ー
プ
も
数
多
く
結
成

さ
れ
て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
等
々
い

ず
れ
も
和
田
保
健
婦
さ
ん
の
多

年
に
わ
た
る
努
力
の
効
果
が
あ

ら
わ
れ
た
も
の
で
す
。

今
日
も
検
診
の
準
備
で
忙
し

い
保
健
婦
さ
ん
を
訪
ね
て
感
想

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

叙
勲
を
受
け
ら
れ
て
ど
ん
な
気

持
ち
で
す
か

e.L

「
私
に
は
遠
い
夢
の
国
の
こ
と

の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
現
実
の
こ
と
に
な
っ

て
：
．．．．．
．．．．．．．．． 

へ
き
地

で
長
い
間
保
健
婦
と
し

て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
職
が
も
の
を
言
っ

た
の
と
、
周
囲
の
暖
い

記
お
導
き
の
結
果
が
こ
う

な
っ
た
の
で
、
個
人
が

叙
勲
を
受
け
る
の
は
も

っ
た
い
な
く
て
は
ん
と

勲
‘つ
に
恐
縮
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
、
町
内
の

す
み
ず
み
、
一
人
一
人

に
ま
で
、
本
当
に
公
平

に
保
健
婦
活
動
が
出
来

た
か
ど
う
か
と
思
う
と

残
念
な
こ
と
が
い
っ
ぱ

県庁で行われた伝達式
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「
自
分
達
の
道
じ
や
ァ
、
自
分

達
で
な
お
さ
に
や
ァ
」
、
こ
う
言

っ
て
、
や

っ
て
い
た
だ
き
ま
し

こ
。
t
 五
月
七

H
の
道
路
愛
護
テ
ー

に
は
、
町
内
の
皆
さ
ん
早
朝
よ

り
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

昔
と
比
べ
て
道
路
延
長
も
か

な
り
伸
び
、
現
在
で
は
、
町
道
だ

け
で
二
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

越
え
て
お
り
ま
す
。

交
通
量
も
多
く
、
路
面
の
い

た
み
が
は
げ
し
く
、
町
道
の
整

備
も
す
み
ず
み
ま
で
手
の
と
ど

か
な
い
現
状
で
す
が
、
今
回
の

愛
護
デ
ー
で
は
部
落
内
の
身
近

か
な
道
路
の
整
備
を
主
と
し
て

や

っ
て
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、
道
路
が
広
く
見

え
る
様
に
大
変
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
降
雨

量
も
多
く
な
り
路
面
の
い
た
み

も
は
げ
し
く
な
り
ま
す
。

側
満
、
暗
渠
づ
ま
り
に
気
を

つ
け
、
い
つ
ま
で
も
今
の
ま
、

の
き
れ
い
な
道
路
で
あ
る
様
に

お
た
が
い
で
気
を
つ
け
て
い
た

だ
く
様
お
願
い
し
ま
す
。

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
／
．

春
の
道
路
愛
護
テ
ー

地
道
な
保
健
活
動
が
認
め
ら
れ

和
田
保
健
婦
に
春
の
叙
勲

「
勲
七
等
宝
冠
章
」

い
で
、
叙
勲
を
受
け
る
資
格
は

な
い
の
で
は
な
い
か
と
反
省
を

し
て
お
り
ま
す
。」

r
二
十
九
年
間
で
一
番
苦
労
し

だ
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
L

「
町
村
合
併
で
肱
川
町
に
な
っ

た
頃
に
は
、
町
内
に
結
核
患
者

か
二
百
人
以
上
も
い
ま
し
た
。

そ
れ
程
多
い
の
に
、
悪
く
な

い
と
言
っ
て
隠
す
傾
向
が
強
く

み
ん
な
結
核
検
診
事
業
に
無
理

解
で
受
診
者
が
少
な
い
の
で
、

一
戸

一
戸
訪
問
し
て
検
診
を
す

す
め
て
歩
い
た
頃
が

一
番
苦
し

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
」

r
困
つ
だ
こ
と
も
色
々
あ
る
で

し
ょ
う
Lo

「
一
番
困
っ
た
の
は
、
保
健
婦

に
な
っ
た
当
時
、
予
子
林
は
無

医
地
区
で
し
た
の
で
、
医
者
代

り
に
み
ら
れ
て
、
注
射
を
頼
ま

れ
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
命

が
助
っ
た
人
も
い
る
の
で
す
が

注
射
は
医
師
法
違
反
に
な
る
し

保
健
婦
本
来
の
仕
事
と
違
う
の

で
、
こ
と
わ
る
の
に

一番
困
り
ま

し
た
。
」

r
一
番
嬉
し
か
つ
だ
こ
と
は
：
L

「
集
団
検
診
で
早
期
発
見
が
出

来
て
、
手
術
し
て
助
っ
た
人
か

ら
、
御
礼
を
言
わ
れ
、
自
分
の

例
を
言
っ
て
み
ん
な
に
も
是
非

検
診
を
す
す
め
て
下
さ
い
と
言

わ
れ
た
と
き
が

一
番
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
」

「
現
職
の
職
員
が
叙
勲
を
受
け

る
と
い
う
こ
と
は
後
に
も
先
に

も
な
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
若
い
の
で
す

か
ら
体
に
気
を
つ
け
て
住
民
の

健
康
を
守
る
だ
め
に
頑
張
つ
て

下
さ
い
LO

「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

一
生
懸
命
に
頑

張
っ
て
御
恩
に
報
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
」

勲七等宝冠章 ．

歯
が
痛
み
だ
す
こ
と
は
、
む

し
歯
を
治
療
し
な
い
で
お
く
こ

と
か
原
因
で
す
。

歯
医
者
で
治
療
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
か
、
急
に
痛
み
だ
し

た
と
き
の
家
庭
で
の
応
急
手
当

の
方
法
は
…
…
。

《
痛
い
部
分
を
き
れ
い
に
》

つ
ま
楊
枝
の
さ
き
に
オ
キ
シ

ド
ー
ル
を
つ
け
て
、

む
し
歯
の
穴
の
か

す
を
と
り
、
ぬ
る

ま
湯
に
食
塩
を
少

し
入
れ
て
、
痛
み

の
あ
る
部
分
に
よ

く
い
き
わ
た
る
よ

う
に
、
う
か
い
を

す
る
。

《
痛
み
の
ひ
ど

い
と
き
は

》

口
の
な
か
を
清

潔
に
し
て
、
大
人
の
人
で
あ
れ

ば
小
さ
な
綿
球
に
ヨ
ー
ド
チ
ン

キ
を
ひ
た
し
、
痛
い
部
分
に
押

し
込
み
ま
す
。

こ
の
と
き
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
が

舌
や
歯
ぐ
き
に
ふ
れ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

む
し
歯
が
大
き
く
痛
み
が
ひ

ど
い
と
き
は
、
小
さ
な
綿
球
を

ぬ
ら
し
て
ア
ス
ピ
リ
ン
の
錠
剤

歯痛の廊急処置一
を
粉
に
し
た
も
の
を
つ
け
て
む

し
歯
の
穴
に
押
し
込
む
よ
う
に

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

な
お
、
胃
腸
薬
の
ク
レ
オ
ソ

ー
ト
を
痛
い
と
こ
ろ
に
押
し
込

む
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
子
供
に
も
安
全
で
、

殺
菌
作
用
と
痛
み
を
と
る
作
用

が
あ
っ
て
効
果
的
で
す
。

《
氷
の
う
で
冷
や
す
こ
と
も
一

つ
》な
お
痛
み
が
と
れ
な
い
と
き

は
、
ア
ス
ピ
リ
ン
を
服
用
す
る

ほ
か
、
同
時
に
、
痛
む
方
の
ほ

お
を
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
か
氷
の
う

で
冷
や
す
こ
と
も

―
つ
の
方
法

で
す
。し
か
し
、
こ
れ
は

一
時
的
な

も
の
で
、
む
し
歯
の
よ
う
に
ゾ

ウ
ゲ
質
か
い
た
ん
で
い
る
と
き

や
、
奥
の
歯
髄
ま
で
痛
ん
で
い

る
と
き
は
、
鎮
痛
剤
を
の
ん
で

も
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
応
急
手
当
て
で

痛
み
は
と
れ
て
も
、
む
し
歯
は

完
全
に
な
お

っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
に
早
く
歯
科
医
の
治
療
を
受

け
る
こ
と
か
大
事
で
す
。

ー
最
近
医
療
の
進
歩
に
よ

っ
て

い
ま
ま
で
原
因
不
明
と
考
え
ら

れ
て
い
た
裔
血
圧
（
本
態
性
高

血
圧
）
の
中
に
、
も
と
に
な
る

病
気
が
明
ら
か
な
高
血
圧

（ニ

次
性
高
血
圧
）
が
、
か
な
り
あ

る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
多
い
の
が
、
腎
臓

の
病
気
か
ら
く
る
も
の
で
す
。

腎
炎
や
腎
う
炎
を
や

っ
た
こ

と
の
あ
る
人
や
、
原
因
不
明
の

横
膜
や
腰
の
痛
み
が
あ

っ
た
り
、

あ
る
い
は
時
々
尿
が
近
く
な
っ

一
口
医
学

腎
性
高
血
圧
症

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
「
計
量
」

と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

に
あ
り
ま
す
。

物
を
買
う
場
合
を
は
じ
め
、

料
理
・
電
気
の
使
用
量
、
通
勤

時
間
ー
|
が
¢
ど
、
私
た
ち
は
、

「
長
さ
」
や
「
重
さ
」
「
時
間
」

「
温
度
」
を
は
か
り
な
が
ら
、

ム
ダ
の
な
い
合
理
的
な
生
活
を

心
か
け
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
世
に
「
計
量
」

と
い
う
も
の
か
な
か
っ
た
と
し

た
ら
、
す
べ
て
カ
ン
で
処
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、

大
き
な
混
乱
が
起
き
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

売
ら
れ
る
商
品
は
‘
す
べ
て
目

分
醤
で
計
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

た
と
え
ば
電
球
と
ソ
ケ
ッ
ト
か

合
わ
な
か
っ
た
り
、
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
の
記
録
な
ど
も
メ
チ
ャ

メ
チ
ャ
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

と
い
っ
て
も
「
正
し
い
計
量
」

が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
な

ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

正
し
い
計
量
と
は
、
ひ
と
口

に
い
っ
て
、
正
確
な
計
量
器
を

正
し
く
使
っ
て
計
り
、
そ
の
計

量
結
果
を
正
し
く
表
示
す
る
こ

と
で
す
。

正
し
い
計
量
は
、
貨
幣
制
度

と
並
ん
で
私
た
ち
の
社
会
生
活、

経
済
生
活
を
支
え
る
最
も
甚
本

的
な
制
度
で
す
。

六
月
七
日
は
「
計
量
記
念
日
」

で
す
。こ
れ
は
、
昭
和
二
十
六
年
の

こ
の
日
に
現
在
の
「
計
量
法」

が
公
布
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
身
の
回
り
の

計
量
器
具
を
占
袖
じ
た
り
、

買

物
を
す
る
と
き
は
量
目
か
適
正

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
な
ど
、

「
は
か
る
」
こ
と
へ
の
関
心
を

古向
め
、
正
し
い
計
量
の
知
識
を

身
に
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち

一
人

一
人
が
賢
い
消

費
者
に
な
る
た
め
に
も
…
…
。

た
り
、
排
尿
時
に
気
持
か
悪
く

な
っ
た
り
す
る
人
で
血
圧
の
高

い
人
は
、
ま
ず
腎
臓
の
病
気
を

疑
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
腎
臓
の
実
質

の
障
害
で
な
く
、
腎
臓
の
血
管

が
狭
く
な

っ
て
お
こ
る
古向
血
圧

は、

腎
血
管
性
古向血
圧
と
い
い

ま
す
。
こ
の
場
合
発
見
か
お
く
れ
、

腎
臓
の
働
き
が
悪
る
く
な
る
と
、

冶
療
が
大
変
因
難
に
な
り
ま
す

か
ら
、

早
期
に
発
見
し
た
い
も

の
で
す
。

賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
に

6
月
7
日
は
計
量
記
念
日

ヽ
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す
い
の
で
す
。

歯
か
生
え
は
じ
め
て
か
ら
全

部
の
歯
か
生
え
そ
ろ
う
三
オ
く

ら
い
ま
で
が
、
ム
シ
歯
予
防
の

一
番
必
要
な
時
で
す
。

子
供
の
ム
シ
歯
の
冶
療
は
と

て
も
大
変
で
す
、
そ
れ
で
ム
シ

歯
を
作
ら
な
い
よ
う
に
す
る
事

が
大
切
で
す
。

甘
い
お
菓
子
を
食
べ
た
ら
必

ず
ム
シ
歯
に
な
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

小
さ
い
時
か
ら
食
事
と
、
お

や
つ
の
時
間
を
決
め
て
テ
ー
ブ

ル
に
つ
い
て
食
べ
る
よ
う
習
慣

づ
け
ま
し
ょ
う
。
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（表 1)
會・-・
に

受診者 A B C D E F G H I J' K L M N 

゜現在歯 16 16 12 20 16 8 16 16 16 16 17 16 16 16 17 

ムシ歯

゜゚
3 5 

゜゚
8 4 

゜
2 

゜
2 

゜
5 5 

一
オ
七
ヵ
月
か
ら

一
オ
十

一

ヵ
月
の
幼
児
の
歯
の
検
診
を
し

ま
し
た
。

表

一
の
と
お
り
、
十
五
人
の

う
ち
ム
シ
歯
の
な
い
児
七
人
、

あ
と
の
八
人
は
ム
シ
歯
に
な
っ

て
い
ま
す
。

十
六
本
生
え
て
い
る
内
八
本

も
ム
シ
歯
に
な
っ
て
い
る
児
も

い
ま
す
。

表
二
は
‘
母
親
の
ム
シ
歯
予

防
の
関
心
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

す。
生
え
た
て
の
歯
は
、
ま
だ
歯

の
赤
ち
ゃ
ん
な
の
で
抵
抗
力
が

な
く
、
と
て
も
ム
シ
歯
に
な
り
や

幼
児
の
ム
シ
歯
は

お
母
さ
ん
の
責
任
で
す
。

a
 

食
べ
た
あ
と
は
お
茶
か
水
を

の
ま
せ
、
歯
ブ
ラ
シ
は
歯
ミ
ガ

キ
の
習
慣
づ
け
の
意
味
で
も
た

せ
、
夜
の
歯
み
が
き
は
、
お
母

さ
ん
が
み
が
い
て
あ
げ
て
下
き

、a
o
し

注
意
し
て
み
か
く
と
こ
ろ
は

前
歯
の
平
な
面
、
歯
と
歯
の
間
、

又
奥
歯
の
噛
み
合
う
面
が

一
番

よ
ご
れ
て
い
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
で
よ
く
こ
す
っ
て

下
さ
い
、
血
が
出
る
の
は
三
、

四
日
す
れ
ば
止
ま
り
ま
す
。

幼
児
の
し
つ
け
は
家
族
み
ん

な
の
協
力
が
必
要
で
す
。

アンケート調査

夜のはみがきをしている人 4人

してない人 11人

牛乳をのんでいる人 10人

のんでいない人 5人

ホ乳瓶を使用してい る人 1人

おやっの時間をきめている人

1人

（表 2)

①
 

②
 

③

④
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加
え
る
こ
と
は
な
い
犬
で
あ

っ

て
も
、
放
し
飼
い
に
す
る
と
、

人
に
か
み
つ
い
た
り
、
農
作
物

家
畜
な
ど
に
被
害
を
与
え
ま
す
。

他
人
の
迷
惑
と
な
る
放
し
飼

い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

犬
を
つ
れ
て
歩
く
と
き

引
き
綱
を
短
か
く
も
っ
て
他

人
に
危
害
を
与
え
な
い
よ
う
に

気
を
つ

け
る
。

運
動
に
排
泄
は
つ
き
も
の
で

す。
散
歩
の
と
き
に
は
必
ず
汚
物

を
処
理
す
る
道
具
を
持
参
し
、

後
始
未
を
き
ち
ん
と
し
て
下
さ

、。
し

不
要
犬
の
買
い
上
げ

不
用
に
な
っ
た
か
ら
、
と
い

っ
て
犬
を
捨
て
る
と
野
犬
に
な

り
、
ゴ
ミ
を
散
ら
か
し
た
り
し

て
町
を
汚
す
だ
け
で
な
く
、
人

畜
に
害
を
与
え
ま
す
の
で
、
い

ら
な
く
な
っ
た
犬
や
生
ま
れ
た

小
犬
の
処
分
は
役
場
の
町
民
課

へ
。な
お
、
不
用
犬
の
回
収
日
は

毎
月
第
二
火
曜
日
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
日
の
な
る
べ

く
早
い
時
間
に
連
れ
て
き
て
下

さ
い
。

◇心配こ‘‘と相談◇

‘'お気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福社協議会）

I相談日 担当相談員

5月25日 戒野・森本

6月5日 福田・坂本・兵頭

6月15日 下石・楠野

6月25日 中野・堀尾

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

総
理
府
統
計
局
で
は
、
六
月

十
五
日
か
ら
全
国
い

っ
せ
い
事

業
所
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
と

な
ら
ぶ
国
の
最
も
甚
本
的
な
統

計
調
査
で
、
事
務
所
、
工
場
、

営
業
所
、
飲
食
店
、
旅
館
、
映

画
館
を
は
じ
め
、

学
校
、
病
院

神
社
、

寺
院
に
い
た
る
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
業
所
を
対

象
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

事
業
所
統
計
調
査

こ
の
調
査
は
、
国
・
都
道
府

県
や
市
町
村
で
の
経
済
政
策
、

地
域
開
発
計
画
、
都
市
計
画
等

の
甚
礎
的
資
料
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
す
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す

が
、
こ
の
調
査
の
重
要
性
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
調
査
員
が
お

個
い
し
た
時
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＇

柑
履
は
、
担
続
な
ど
で
財

産
を
も
ら

っ
た
人
に
か
か
る
税

金
で
す
か
、

一
生
に
何
度
も
経

験
す
る
も
の
で
な
い
の
で
、
な

じ
み
の
薄
い
税
金
か
と
思
い
ま

す。
こ
の
相
続
税
は
、
ま
ず
相
続

財
産
か
ら
葬
式
費
用
や
被
相
続

人
の
債
務
を
差
引
き
し
、
更
に
、

遺
産
に
係
る
碁
礎
控
除
を
し
た

残
額
に
税
率
を
掛
け
て
計
算
し

ま
す
。遺
産
に
係
る
基
礎
控
除
は
、

法
定
相
続
人
の
数
に
四
百
万
円

を
掛
け
た
額
と
二
千
万
円
を
合

計
し
た
額
で
す
。

事業所統計調

査にご協力を

と と一内と とーお
一一 、 ー一 、し
ろ き乳児容ろ き母親ら、

肱十六康健 出肱十六学級 せ
川 三 月 産 川 三 九月
町時十相の町時

民 1七談 準備 公＼日

公五十日 館民十五

民館時 時

ま
た
、
配
偶
者
や
未
成
年
者
、

障
害
者
が
相
続
人
の
と
き
は
、

軽
減
措
置
や
税
額
控
除
も
あ
り

ま
す
。
な
お
、
相
続
税
の
申
告
は
、

相
続
開
始
を
知
っ
た
日
（
通
常

は
、
被
相
続
人
が
死
亡
し
た
日
）

の
翌
日
か
ら
六
か
月
以
内
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

相
続
と
税
金

昭
和
四
十

一
年
よ
り
四
十
五

年
に
か
け
て
農
道
新
設
し
た
、

久
保
及
び
郷
城
農
道
も
、
着
工

以
来
十
年
目
で
舗
装
工
事
を
必

要
と
し
、
五
十

一
年
度
よ
り
団

体
営
土
地
改
良
事
業
、
久
保
農

道
舗
装
工
事
と
し
て
着
工
し
ま

し
た
。五
十

一
年
度
に
は
二
四

0
万

円
で

二

0
0
メ
ー
ト
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

五
十
二
年

度
に
は
、
当

初
割
当
、
六

0
0
万
円
で

五
0
0
メ
ー

ト
ル
を
施
工

す
る
計
画
で

五
十
二
年
七

月
工
事
に
着

手
し
ま
し
た

か
、
そ
の
後

一
三
七

0
万

円
の
追
加
を

受
け
、
残
り

の

一
四
九
〇

全線舗装された久保県道

メ
ー
ト
ル
を
追
加
発
注
し
て
、

五
十
三
年
三
月
工
事
か
完
了
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
久
保
農
道
は

二
年
間
で
全
線
の
舗
装
か
出
米

上
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
田
、
桑
園
の
中
を
縦
走
す

る
久
保
農
道
は
、
今
後
、
稲
作
、

養
蚕
な
と
で
大
い
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

全
線
完
了

久
保
農
道
舗
装
工
事


